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「長期財政の見通し(令和７年２月) 抜粋」 

 

●枚方市駅周辺再整備事業 

枚方市駅周辺再整備基本計画に基づき、市街地と公共施設の一体整備・区域の連担性、権利者の合意形成の進

捗度合い、リスクの対応などの観点から、①街区、②街区、③街区、④⑤街区の４つに分け、その実施について

は③街区を市街地再開発事業により先行するとともに、財政状況を踏まえながら、段階的に建替えや移転など連

鎖型まちづくりを関係機関や権利者などと連携・協力して進めていくこととしています。 

事業費の対象となる区域は、駅前広場の拡充や新たな道路の整備が伴う③街区、④⑤街区及び②街区とし、市

負担額は、公共施設管理者負担金、土地区画整理事業・市街地再開発事業に係る本市の補助金、新庁舎整備及び

枚方市駅前行政サービスの再編に係る経費などを見込んでいます。 

また、財源については、基金や起債、一般財源に加え、既存市有建築物の補償費や市有地の売却など市有財産

の有効活用を想定しています。 

なお、①街区については民間が主体となった施設の更新を見込んでいるため、今回の総概算事業費には含んで

いません。 

なお、本事業の推進により経済波及効果が期待されますが、それに伴う収支に与える影響（市税収入の増加約

40 億円／20 年間）については、財政面における確実性を期する観点から反映せずに収支見通しの作成を行ってい

ます。 
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●長期財政収支の見通し 
 

 

※実質公債費比率の早期健全化基準 25％、財政再生基準 35%。将来負担比率の早期健全化基準 350%。 

※２ 地方債残高比率＝地方債残高÷標準財政規模×100：地方債残高比率は 200%を越えると財政運営が厳しくなるとされている。 


